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（１） 15時間又は28時間連続勤務する場合

・ ・ ・ ・ ・ ・

８ ８

始業① 始業②

９時間
24時間 23 ８９時間

24時間 23

始業③

８ 23 ８ 23

始業① 始業②

24時間
９時間

・ ・ ・

８ ８ 12 ６46時間
18時間23

図２：宿日直許可のある宿日直に従事する場合

図１：通常の日勤

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 宿日直許可のない宿日直の時間： 宿日直許可のある宿日直の時間

始業① 始業②

図３：宿日直許可のない宿日直に従事する場合

○ Ｂ・連携Ｂ・Ｃ水準が適用される医師（Ｃ―１水準が適用される臨床研修医を除く。）の勤務パターン別の連続勤務時間制限・勤務間イン
ターバル規制等の適用イメージを以下の（１）～（７）のとおり示す。

※ Ａ水準が適用される医師については努力義務となる。

15時間

15時間

28時間
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（３） 15時間を超える宿日直勤務を含む勤務が予定されている場合

○ ①「始業から24時間以内に９時間の連続した休息時間（15時間の連続勤務時間制限）」と、宿日直許可のない宿日直に従事する場合の②「始

業から46時間以内に18時間の連続した休息時間（28時間の連続勤務時間制限）」について、 ①と②の間に段階的な規制の適用を行うことはない

（例えば始業から16時間連続して宿日直許可のない宿日直を含む勤務を行った場合、②が適用され、次の業務の開始までに18時間の連続した休

息時間が必要となる）。

・ ・ ・

20 12 18

始業① 始業②

18時間

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 宿日直許可のない宿日直の時間

12時間 ６
46時間

： 休息時間： 労働時間（凡例）

８ 23 ８ 23

始業① 始業③始業②

24時間
９時間

（２） １日の間に短時間の休息と労働が繰り返されることが予定されている場合

○ 連続勤務時間制限の起点となる「始業」は、勤務シフト等で予定された業務の開始時とする。１日の間に短時間の休息と労働が繰り返されること

が予定されている場合は、それぞれの労働の開始が「始業」扱いとなる。

※ 最初の始業（始業①）から24時間以内に９時間の連続した休息時間を確保すれば、当該休息時間の開始前までに発生する始業（始業②）についても、当該休息時
間が始業②から24時間以内に含まれることとなるため、勤務間インターバル規制を満たすこととなる。

※ 予定された９時間の連続した休息時間中にやむを得ない理由により発生した労働については、別途代償休息として休息時間を確保することとなるため、当該労働の
開始は始業とは扱わない。

1713 17

24時間

４時間８
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（５） ９時間の連続した休息時間より後の休息時間が確保されている場合

○ 予定された９時間の連続した休息時間より後の休息時間は、代償休息の対象となる労働が発生する前にあらかじめ付与することが決まってい

たものであっても、代償休息として充当することができる。

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 休息時間中にやむを得ない理由により労働した時間

・ ・ ・

8 8 8
24時間

23

始業① 始業④

24時間

始業② 始業③

9時間 9時間13 17

（４） ９時間を超える休息時間が付与されている場合

○ 事前に９時間を超える休息時間を確保した場合において、休息時間のうち９時間の連続した休息時間を超える分の時間については、やむを得な

い理由により労働が発生した場合にも、代償休息を付与する必要はない。

・ ・ ・

８ 23 ８

始業① 始業③

24時間
11時間21

始業②
24時間

９時間

８７

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 休息時間中にやむを得ない理由により労働した時間

４時間

代償休息として充当
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（６） 当直中に宿日直許可の有無が異なる時間帯がある場合（例：準夜帯が許可なし、深夜帯が許可あり）

8 ２ 8 22 

始業① 始業②

24時間
６時間

図１

13 22 13 

24時間

９時間

９時間

・ ・ ・

8 ８ 12 ６

始業① 始業②

46時間
18時間23

図２

６時間

○ 当直中に宿日直許可の有無が異なる時間帯がある場合（例：準夜帯が許可なし、深夜帯が許可あり）であって、宿日直許可のある宿日直が９時

間未満である場合は、以下のいずれかの方法により休息時間を確保する必要がある。

・始業から24時間以内に、宿日直許可のある宿日直の時間とは別途、９時間の休息時間を確保すること（図１）

・始業から46時間以内に、18時間の休息時間を確保すること（図２）

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 宿日直許可のない宿日直の時間： 宿日直許可のある宿日直の時間
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・ ・ ・ 移 動 移 動

8 10 ６

始業① 始業④

46時間
18時間

図２

17 819 12

： 休息時間： 労働時間（凡例） ： 宿日直許可のない宿日直の時間： 宿日直許可のある宿日直の時間

Ａ病院 Ｂ病院 Ａ病院

・ ・ ・ 移 動 移 動 ・ ・ ・

8 10 1

始業① 始業③

24時間
図１

17 819

Ａ病院 Ｂ病院

13時間

13時間

Ａ病院

連続勤務時間制限・勤務間インターバル規制等の代表的なパターン

（７） 日中は主たる勤務先のＡ病院で勤務し、移動を挟んだ後に副業・兼業先のＢ病院の宿直に勤務する場合
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24時間

始業② 始業③

始業②

○ 主たる勤務先の病院Ａと副業・兼業先のＢ病院との間で調整し、以下を満たすように勤務シフト等を組む必要がある。

・Ｂ病院で宿日直許可のある宿日直に従事する場合は、Ａ病院における始業①から24時間以内にＢ病院において９時間（以上）の宿日直許可の

ある宿日直に従事すること（図１）

・Ｂ病院で宿日直許可のない宿日直に従事する場合は、Ａ病院における始業①から46時間以内に18時間（以上）の連続した休息時間を確保する

こと（図２）

※図１について、Ａ病院での始業①から24時間以内に、Ｂ病院において９時間（以上）の宿日直許可ある宿日直に従事すれば、当該宿日直の開始（始業②）について

も、当該宿日直が始業②から24時間以内に含まれることとなるため、勤務間インターバルを満たすこととなる。

※図２について、Ａ病院での始業①から46時間以内に18時間（以上）の連続した休息時間を確保すれば、Ｂ病院における宿日直許可のない宿日直の開始（始業②）及

びＡ病院に帰院後の業務の開始（始業③）についても、当該休息時間が始業②及び始業③から46時間以内に含まれることとなるため、勤務間インターバルを満たす

こととなる。

始業④


